
株式事務に関するご案内
お手続き内容 お問い合わせ先

◯住所・氏名等のご変更
◯単元未満株式の買取請求
◯配当金の受領方法のご指定

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

◯未受領の配当金のご照会
◯郵送物等の発送と返戻
◯その他一般的な株式事務
◯特別口座

三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
までお問い合わせください。
0120-232-711（通話料無料）

会社の概要

社 名 千代田インテグレ株式会社
設 　 　 立 1955年9月
本 社 所 在 地 〒102-0084 東京都千代田区二番町１-１
資 本 金 23億3,156万円
従 業 員 数 214名（グループ総計 3,037名）

株式の状況

発行可能株式総数/発行済株式総数 32,600,000株／13,528,929株
株 　　　主　 　　数  4,025名

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
剰余金の配当の基準日 12月31日
定 時 株 主 総 会 3月
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により
電子公告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載 URL https://www.chiyoda-i.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先／
電 話 照 会 先

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

当社 ウェブサイトのご案内

https://www.chiyoda-i.co.jp/

事業内容やIR情報などをご覧いただけます。

資産合計

49,748

現金及び預金
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受取手形及び
売掛金
10,424

有形固定資産
11,494

無形固定資産
120

投資その他の資産
3,412

支払手形及び
買掛金
6,563
短期借入金
1,020

固定負債
1,637
繰延税金負債
499

24.5%

37.1%

その他（北米等を含む）

10.4%

日本

中国

28.0%

東南アジア

33.3%

OA機器

21.4%

AV機器

22.8%

自動車

家電その他

18.1%

通信機器

4.4%

流動資産
34,721

固定資産
15,027

純資産
37,988

流動負債
10,123

資産の状況 （単位：百万円） 会社情報／株式情報 （2022年6月30日現在）

地域別売上高構成比

業種別売上高構成比

地域別
売上高構成比

業種別
売上高構成比

負債純資産合計

49,748

中間報告書
2022年1月1日〜2022年6月30日

千代田インテグレ株式会社
証券コード：6915
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世 界 を 歩 く第2四半期連結累計期間の概況
　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウ
イルス感染症の収束時期は未だ見通しが立たない中、半導体等
の部品需給逼迫やサプライチェーンの混乱、ロシア・ウクライ
ナ情勢の悪化による資源価格の高騰などにより景気の後退懸念
が強まり、依然として先行きが不透明な状況が続きました。米
国では、労働市場や個人消費の回復基調が続き、景気は堅調に
推移する中、利上げ加速によるインフレ抑制姿勢が一層強まり
ました。中国では、主要都市の厳格なロックダウン実施により
感染者数は激減し、段階的に行動制限が緩和したものの、景気
の回復ペースが鈍化しました。他のアジア地域では、ウィズコ
ロナ政策で経済活動の停滞は回避されており、景気は回復傾向
を維持しました。
　また、我が国経済は、日米金利差拡大を背景とした急速な円
安の進行による輸入価格の上昇や物価高が続き、個人消費の低
迷が懸念されるなど、厳しい状況となりました。
　このような経営環境の中で、グループ一丸となり多様化・複
雑化するリスクへの対策を講じながら事業活動を行うとともに、
中期経営計画で掲げている「事業領域の転換」に取り組んでまい
りました。

　2001年に中国が世界貿易機関（WTO）に加盟し「世界の
工場」といわれる中、2003年に広東省東莞市に中国で5番目
となる生産拠点として設立いたしました。東莞市は、広州市
＝深圳市＝香港を結ぶラインの中間に位置し、中国で人口密
度第2位の都市のためとても活気のある街にあります。

　設立当初は、全て日
系企業との取引でした
が、徐々に販路を拡大
することができ、現在
では外資系企業との取
引が約3割となりまし

た。2025年には日系・外資系企業との取引が半分ずつにな
ることを目指して日々の営業活動に取り組んでいます。

　現在は、30才～40才代の従業員が中心となり業務を行っ
ています。とりわけ管理職の約6割は女性で、家族の誕生日
に合わせた有給休暇の取得促進制度や、健康維持のためのヨ
ガクラブ活動などが喜ばれています。
　また、太陽光パネル

（自家発電システム）導
入を進め、竣工後は工
場が排出するCO₂の約6
割を削減する計画です。

ESG分野への取り組み

　当社は、新本社が竣
工し、2022年4月25
日に東京都千代田区へ
移転いたしました。
　建物の外観は金属や
ガラスの質感を前面に
押し出し、近隣の緑を借景に、内装は什器を含めてモノ
トーンで統一し多層空間を一体化しました。一見地味な配
色に見えますが、あくまで建物の中で働く“従業員”が主役
なので、従業員が色鮮やかに輝いて見えるように意識した
デザインとなっています。

新本社ビルの紹介
中国・東莞

　子会社のサンフェルト株式会社が、3年ぶりに東京ビッ
グサイトで開催された世界最大級のハンドメイドの祭典

「日本ホビーショー」に出展いたしました。ブースでは、ホ
ビーショーのテーマである「I♥Handmade！やっぱり、手
づくりが好き！」に合わせて行ったSNSでの作品募集コン
テスト「サンフェルトコンテスト2022」の受賞作品の展示
を行いました。3日間で多くのお客様が来場され、沢山の
笑顔を見ることができました。

2022日本ホビーショー（2022.4.27～29）へ出展

売上高

18,765百万円

前年同期 20,799百万円
前年同期比

9.8％

経常利益

1,787百万円

前年同期 1,671百万円
前年同期比

7.0％

営業利益

1,262百万円

前年同期 1,466百万円
前年同期比

13.9％

親会社株主に帰属する
四半期純利益

1,332百万円

前年同期 1,127百万円
前年同期比

18.2％

©株式会社エスエス 島尾望

社 名 千代達電子製造（東莞）有限公司
CHIYODA INTEGRE
(DONG GUAN) CO., LTD.

設 立 2003年4月
所在地 中華人民共和国広東省東莞市大嶺山鎮湖畔内工業区

Lakefront Industrial Zone, DaTangLang Village, 
DaLingShan Town, DongGuan City, GuangDong, 
China 523811

拠点紹介

事業の拡大に向けて

※当期より「収益認識に関する会計基準」等を適用しております。
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